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(57)【要約】
　気密性のハウジング、電解質溶液中に浸漬した電極、
電極に接続した電気接点及び複層ポリマーシート（１０
）から製造された、有害物質を収着するための手段が記
載され、当該手段は、有害物質を収着するための１種又
は２種以上のゲッター材料（１１）の粒子を含む、ポリ
マー材料の内層（１２）と、上記電解質に不透過性であ
るポリマー材料の保護層（１３）を少なくとも１つとか
ら構成され、全ての上記ポリマー材料は、上記有害物質
に透過性を有する。電解キャパシタから有害物質を除去
するための方法がまた、記載されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気密性のハウジング（４１；５１）と、電解質溶液中に浸漬された電極（５２，５２’
，．．．）と、当該電極に接続された電気接点（５４；５４’）と、有害物質を収着する
ための手段（１０；２０；３２；４３；５３）とを含む電解キャパシタ（４０；５０）で
あって、
　有害物質を収着するための前記手段が、当該有害物質を収着するための、１種又は２種
以上のゲッター材料の粒子（１１）を含むポリマー材料の内層（１２；２２；３３）及び
少なくとも１つの外部保護層（１３；２３，２３’；３４）を構成する複層ポリマーシー
トの形状であることを特徴とし、
　全ての前記ポリマー材料が、前記有害物質に対して透過性を有する、
　電解キャパシタ（４０；５０）。
【請求項２】
　前記外部保護層が、前記内層の端部（２４；３５）と最大限離れて前記内層を完全に覆
うことを特徴とする、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項３】
　１種又は２種以上のゲッター材料の前記粒子が、１５０μｍ未満のサイズを有する、請
求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項４】
　前記内層中の１種又は２種以上のゲッター材料の前記粒子の重量％が、９５％未満であ
る、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項５】
　前記重量％が８５％未満である、請求項４に記載の電解キャパシタ。
【請求項６】
　前記保護層と、１種又は２種以上のゲッター材料の粒子を含むポリマー材料の内層とが
、ポリオレフィン及びポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）から選択された材料で製
造された、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項７】
　前記ポリオレフェンが、低密度ポリエチレンである、請求項６に記載の電解キャパシタ
。
【請求項８】
　保護ポリマー層及び１種又は２種以上のゲッター材料の粒子を含む内部ポリマー層が、
同一のポリマー材料から製造された、請求項６に記載の電解キャパシタ。
【請求項９】
　前記有害物質が水素を含み、そして前記ゲッター材料が、不揮発性ゲッター合金を含む
、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項１０】
　前記不揮発性ゲッター合金が、ジルコニウム－バナジウム－鉄合金及びジルコニウム－
コバルト－希土類合金から選択された、請求項９に記載の電解キャパシタ。
【請求項１１】
　前記ゲッター材料の粒子が、２５～５０μｍを含むサイズを有する、請求項９に記載の
電解キャパシタ。
【請求項１２】
　前記有害物質が水素を含み、そして前記ゲッター材料が不飽和有機化合物を含む、請求
項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項１３】
　水素化触媒をさらに含む、請求項１２に記載の電解キャパシタ。
【請求項１４】
　前記有害物質が水素を含み、そして前記ゲッター材料が、シルバーデポジットを有する
ゼオライト又はカーボンナノチューブを含む、請求項１に記載の電解キャパシタ。
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【請求項１５】
　前記有害物質が水素を含み、そして前記ゲッター材料が、酸化パラジウム又は酸化コバ
ルト（ＩＩ，ＩＩＩ）を含む、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項１６】
　前記ゲッター材料が、Ｈ2Ｏを除去するためのゲッター材料と共に用いられている、請
求項１５に記載の電解キャパシタ。
【請求項１７】
　前記有害物質がＨ2Ｏを含み、そして前記ゲッター材料が、次の化合物：
　酸化アルカリ土類金属、酸化ホウ素及びゼオライト
　の１種又は２種以上を含む、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項１８】
　前記酸化アルカリ土類金属が、酸化カルシウムである、請求項１７に記載の電解キャパ
シタ。
【請求項１９】
　前記有害物質がＣＯ2を含み、そして前記ゲッター材料が、次の化合物：
　リチウムヒドロキシド、アルカリ土類金属ヒドロキシド又は式：ＬｉＸＯy（式中、Ｘ
は、ジルコニウム、鉄、ニッケル、チタン及びケイ素から選択され、そしてｙは、２～４
である）
　の１種又は２種以上を含む、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項２０】
　前記有害物質がＣＯを含み、そして前記ゲッター材料が、次の化合物：
　酸化コバルト（ＩＩ，ＩＩＩ）、酸化銅（ＩＩ）及び過マンガン酸カリウム
　の１種又は２種以上を含む、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項２１】
　前記ゲッター材料が、ＣＯ2を除去するためのゲッター材料と共に用いられている、請
求項２０に記載の電解キャパシタ。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの保護ポリマー層の厚さが、１～５０μｍである、請求項１に記載
の電解キャパシタ。
【請求項２３】
　前記厚さが２～２０μｍである、請求項２２に記載の電解キャパシタ。
【請求項２４】
　前記ゲッター材料を含むポリマー材料の前記内層が、５～２００μｍの厚さを有する、
請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項２５】
　前記厚さが１０～１００μｍである、請求項２４に記載の電解キャパシタ。
【請求項２６】
　前記複層ポリマーシートが、前記気密性のハウジングの内壁の１つ又は２つ以上に沿っ
て置かれている、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用する際に、キャパシタにより作られる有害物質を収着することができる
手段を含む電解キャパシタに関する。本発明はまた、上記物質を収着するための方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　周知の電解キャパシタ、例えば、ＥＤＬＣ超キャパシタ（電気化学的二重層キャパシタ
）は、気密性のハウジングから基本的に成り、そこでは、金属シートから典型的に構成さ
れる電極が配置され、当該電極が、特に電解質溶液に浸漬され；上記ハウジングはまた、



(4) JP 2009-518845 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

有害物質を収着するためのゲッタリング元素と、上記電極を上記キャパシタの外部と連絡
させる電気接点とを含む。
【０００３】
　上記電解質溶液は、溶媒及びイオン性塩から典型的に構成される；ＥＤＬＣの場合には
、例えば、アセトニトリル及びプロピレンカーボネートが、溶媒として用いられることが
多く、一方、テトラエチルアンモニウムテトラフルオロボレートが、塩として用いられる
ことが多い。
　使用の際、これらの溶液により、修理不可能な様式でキャパシタにダメージを与える場
合がある有害物質（ガス状であることが多い）が製造される場合がある；有害ガスの起こ
りうる別の原因は、キャパシタ内部で用いられているいくつかの材料の脱離に起因する場
合がある。
【０００４】
　二酸化炭素、一酸化炭素、水素が、上記最も有害なガス種である；一方、特に有害であ
る別の種である水は、電解質溶液内部に液状で存在するのが典型的である。
　上記キャパシタ内部の有害種を収着する課題は、上記電解質溶液中に混合される１種又
は２種以上の収着元素を追加することにより、又は非混合収着方法の手段により取り組ま
れうる。上記電解質中に混合されるべきゲッタリング作用を有する材料の使用は、液状ソ
ーバー（ｓｏｒｂｅｒ）により達成されうる；この溶液は、例えば、国際特許出願ＰＴＣ
／ＩＴ２００６／０００３４９において、出願人の名称で開示されている。第二の実施形
態は、ＪＰ０３－２９２７１２に記載されるように、電解質に追加される固体ソーバーの
使用を規定している。そこでは、白金、パラジウム又はそれらの合金の微粒子を含む添加
剤が、電解質溶液を用いて含浸された後、シート上に適用される；しかし、これらのシー
トは、非常に厚さが薄く、特に１０μｍ未満であり、それにより、それらの比較的大きな
直径に起因して、上記微粒子内に含まれる粒子によりダメージを受ける場合があり、キャ
パシタ内に、不測のショートのリスクが生ずる。
【０００５】
　キャパシタの範囲を定められた領域内に置かれたガスソーバーを用いるシステムが、特
許出願ＪＰ２００３－１９７４８７号明細書に記載されている；この場合、収着材料は、
当該収着材料の支持体として、ポリマー材料、例えば、ポリプロピレンのシートの状態で
用いられる；これらのシートは、電解質溶液により直接接触されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　これらの種類の溶液は、上記収着材料が、キャパシタ内で生成される有害物質を収着す
る作用を有することに加え、その収着特性を損なうことを防止するため、又はさらに悪い
場合には、上記キャパシタを正確な取り扱った場合に、有害な化学種が電解質との反応の
結果として放出されることを防ぐために、上記電解質に適合しなければならない、すなわ
ち、これらの種類の溶液は、上記電解質に対して、完全に不活性でなければならない；例
えば、ガスソーバーの可能性のある分解により、電解質の電気伝導性が変わりうる。上記
適合性は、有害種と結合することにより、その機能を実行した後でも、上記ソーバーによ
り保証されなければならない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　それらの第一の態様において、本発明は、先行技術にまだ存在する課題を克服できる電
解キャパシタに関し、そして気密性のハウジング、電解質溶液中に浸漬されるべき電極、
電極に接続される電気接点、有害物質を収着するための上記手段を含み、上記有害物質を
収着するための上記手段が、上記有害物質を収着するための１つ又は２つ以上のゲッター
材料の粒子を含むポリマー材料の中間層と、上記電解質に不浸透性であるポリマー材料の
外部保護層の少なくとも一層とから形成される複層ポリマーシートであることを特徴とし
、そこでは、全てのポリマー材料が、上記有害物質に浸透性を有する。
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【０００８】
　図面中に示される種々の要素のサイズ及びサイズ比は、同一の図面の理解に役立てるた
めに変更されており、正確ではない。
【０００９】
　本発明の電解キャパシタを製造するために、有害物質を収着するための手段は、少なく
とも１種のポリマー材料の保護層（すなわち、有害種に対して透過性を有するが、電解質
に不浸透性であるゲッター粒子を含む中間層の２つの主な表面の少なくとも一面を覆う）
を備えている。
【００１０】
　図１及び図１ａ中のそれらの詳細を拡大したものは、特定の断面図における電解キャパ
シタ中の有害物質を収着するための複層ポリマーシート１０を示す。そこでは、ゲッター
材料の粒子１１は、ガス透過性を有するポリマー材料の層１２中に分散されており、同様
に、ガスに透過性を有するが、電解質に不浸透性であるポリマー材料の連続層１３中に完
全に封入されている。それにより、上記ゲッター材料が、電解質との接触から保護される
。これにより、上記キャパシタ内部に用いられる電解質の種類にかかわらず、ゲッター材
料を自由に選択することが可能になる。
【００１１】
　あるいは、上記保護ポリマーコーティングは、ゲッター材料を含む内側のポリマー層を
部分的にのみ覆う。
　図２に示される、この様式に従う第一の実施形態では、有害物質を収着するための手段
は、複層シート２の形状であり、上記ゲッター材料を含むポリマー材料の層２２と、層２
２の２つの主要な面に接して置かれているが、層２２の端部２４を保護せずに残す保護ポ
リマー材料の２つの層２３及び２３’とを含む。上記電解質にさらされている小面積の表
面２４は、系全体の機能を損なうことはない。
【００１２】
　最後に、有害物質を収着するための手段が上記キャパシタのケーシングの内壁に接して
おかれている場合には、上記ゲッター材料を含む層及び上記内壁の間の保護層に対する必
要性がなく、当該保護は、上記電解質に面する表面に関してのみ必要である。この状況は
、図３に示され、キャパシタ（平坦な壁が例証されるが、任意の他の有用な形状が可能で
ある）のケーシング３０の一部分を示す；有害物質を収着するための手段３２が、上記ケ
ーシングの内面３１に対して接着（例えば、溶融溶接の手段により）されている；手段３
２は、ゲッター粒子を含む層３３と、上記有害物質に透過性を有するが上記電解質には透
過性を有しない保護層３４とにより形成されている。手段３２は、シート２０に関して記
載されたものと同様である形態（すなわち、層３３の端部３５は、上記電解質にさらされ
ている）で表されるが、層３４は、この後者を完全に囲み、そして保護するように、層３
３の周囲全体に沿って表面３１に固定されうる（この最後の別の実施形態は、図面中に示
されていない）。
【００１３】
　ゲッター材料の粒子を含むポリマー材料の層が、エレクトロルミネセンスの有機スクリ
ーンの内部雰囲気の浄化に関して、国際公開第２００５／１０７３３４号パンフレットに
記載されている。しかし、ゲッター材料を含む上記層は、本発明を実施するための重要な
キーである保護ポリマー層がない。
【００１４】
　ゲッター材料を含むポリマー材料の層と、同様にポリマー材料である保護層とから形成
されるシートが、米国特許第５，０９１，２３３号明細書に記載されている；このケース
では、これらの材料は、真空パネル（ｅｖａｃｕａｔｅｄ　ｐａｎｅｌ）を製造するため
に用いられ、そして上記ゲッター材料を保護するポリマーフィルムの目的は、本発明と同
一のゲッター材料保護する選択的な透過を実施することよりはむしろ、ガス状物質の透過
を遅らせることである。
【００１５】
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　上記ゲッター材料を含む内部ポリマー層は、半固体状態における上記ポリマーを含む材
料と、それらの中に可能な限り均一に分散されたゲッター材料とのバッチの押出工程、そ
の後のローリングにより製造されうる。上記ゲッター材料を含む層の可塑性を妨げないよ
うに、１種又は２種以上のゲッター材料の粒子の重量％は、９５％以下でなければならず
、そして好ましい実施態様では、１種又は２種以上のゲッター材料の粒子の重量％は、８
５％未満であるべきである。
【００１６】
　一又は複数の保護ポリマー層を形成する材料に関して、本発明者は、本発明を実施する
ために好適な材料が、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）及びポリオレフィン、特
にポリエチレン、そして特に低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）であることを見出した。
　これらの材料はまた、ゲッター材料を含むポリマー層を製造するために好適である；好
ましい実施態様では、同種のポリマーが、ゲッター材料を含むポリマー層を製造するため
、そして一又は複数の保護層を製造するための両方で用いられる。
【００１７】
　複層シートを形成するポリマー材料の層は、当技術分野で広く知られている種々の方法
を用いて、例えば、複層押出し、複層ローリング又はプレッシャーダイカスト（ｐｒｅｓ
ｓｕｒｅ　ｄｉｅ　ｃａｓｔｉｎｇ）を用いてお互いに結合させることができる。
　本発明に従う手段において用いられるゲッター材料は、上記キャパシタ内部から除去さ
れるべき有害物質にもよるが、種々の種類に属する；これらの物質の性質は、ガスを除去
するための任意の手段なしで種々のキャパシタによる操作の際に開発されたガスを解析す
るために実施される予備試験を用いて、キャパシタの種類に関して確認することができる
。
【００１８】
　有害物質が水素である場合には、不揮発性ゲッター合金（特に、米国特許第４，３１２
，６６９号明細書に記載され、そしてＳｔ７０７の下で本出願人により販売されるジルコ
ニウム－バナジウム－鉄合金、及び米国特許第５，９６１，７５０号明細書に記載され、
そしてＳｔ７８７の名称で本出願人により販売されるジルコニウム－コバルト－ＲＥ合金
（ＲＥは、希土類を表す））を用いることが可能である；不飽和有機化合物（場合によっ
ては、水素化触媒と共に）、カーボンナノチューブ又はシルバーデポジットを有するゼオ
ライトを用いることも可能である；最後に、水素と反応して水を生成する材料、例えば、
Ｈ2Ｏソーバーと組み合わせて、パラジウムオキシド（ＰｄＯ）又は酸化コバルト（ＩＩ
，ＩＩＩ）（Ｃｏ3Ｏ4）を用いることができる。
【００１９】
　有害物質がＨ2Ｏである場合には、ゲッター材料として、酸化アルカリ土類金属（酸化
カルシウムが好ましい）、酸化ホウ素又はゼオライトを用いることができる。
　有害物質が二酸化炭素の場合には、好適なゲッター材料は、リチウムヒドロキシド、ア
ルカリ土類金属ヒドロキシド又はリチウム塩、例えば、ＬｉＸＯy（式中、Ｘは、ジルコ
ニウム、鉄、ニッケル、チタン及びケイ素の間で選択され、そしてｙは、２～４である）
である。
【００２０】
　有害物質が一酸化炭素の場合には、好ましくはＣＯ2ソーバーと共に、酸化コバルト（
ＩＩ，ＩＩＩ）（Ｃｏ3Ｏ4）、酸化銅（ＩＩ）（ＣｕＯ）又は過マンガン酸カリウム（Ｋ
ＭｎＯ4）を用いることができる。
　本発明の電解キャパシタ中で用いる場合に有害物質を収着するための手段はまた、上記
キャパシタから除去されることが必要な有害物質にもよるが、２種以上のゲッター材料を
含むことができる。例えば、溶媒が、アセトニトリルであるキャパシタにおいて、水素生
成物が主に生じ、そのために、上記ガスに関する追加のゲッター材料を有する組成物を用
いることが望ましい一方で、溶媒が、プロピレンカーボネートである場合には、ＣＯ及び
ＣＯ2を収着させるために多量の粒子を用いるべきである。
【００２１】
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　ゲッター材料の粒子は、不揮発性ゲッター合金の場合に、１５０μｍ未満、好ましくは
、２５～５０μｍ、塩、酸化物又はゼオライトの場合に、約１～２５μｍ、そしてカーボ
ンナノチューブ又は有機化合物を用いる場合に、１ｍｍ未満の粒径を有する必要がある。
　ゲッターシステムを形成する２つのポリマー層の厚さは、別の非常に関連性のあるパラ
メータである。特に、上記ゲッター材料を含むポリマー層の厚さは、ゲッター材料の粒子
の粒径にもよるが、５～２００μｍ、そして好ましくは、１０～１００μｍであり（特に
この厚さは、除去する粒子の寸法よりも大きくあるべきである）、一方、外部保護層に関
しては、その厚さが、１～５０μｍ、好ましくは２～２０μｍであることができる。
【００２２】
　本発明の電解キャパシタは、気密性のハウジングの１つ又は２つ以上の内壁又はそれら
の一部に沿って、有害物質を収着するためのゲッターシステムを置くことにより製造され
ることが好ましい。
　例えば、図４は、液状電解質（図示せず）中に浸漬されたスパイラル４２を形成するよ
うにらせん状に巻かれた薄いシートの形状の本発明の電極である、内部に気密性のハウジ
ング４１を含む円柱形の電解キャパシタ４０の横断図面を示す。複層シート４３が、上記
キャパシタの内壁に接触して配置される；上記シートは、図１，２及び３に関連して記載
された任意の種類のものであることができる。図４に示される電解キャパシタは、円筒形
の幾何学的配置を示すが、上記幾何学的配置は、本発明の製造のために強制的なものでは
なく、例えば、これらのキャパシタ向けに好ましい別の幾何学的な形状は、平行六面体の
形状である。
【００２３】
　図５には、ＥＤＬＣキャパシタ用の別の好ましい幾何学的配置が示されている；この場
合、電解キャパシタ５０の構造は、電解質溶液（図示せず）中に浸漬された平行の金属板
の形状に、複数の電極５２、５２’，．．．，（鮮明性を求めるため、図面中に、最も外
側の２つのみが示される）を含む。上記キャパシタの一面上に、有害ガスを収着するため
の手段５３が、配置されている。電気接点５４及び５４’が、電極を上記電解キャパシタ
の気密性のハウジング５１の外側と通じさせている。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
　添付の図面を参照して、本発明を具体的に説明する。
【図１】図１は、電解キャパシタ内の有害物質を収着するための手段の第一の実施形態の
部分的な断面図を示す。
【図１ａ】図１ａは、図１の詳細を拡大したものである。
【図２】図２は、電解キャパシタ中の有害物質を収着するための手段の、別の実施形態を
示す。
【図３】図３は、有害物質を収着するための手段固定されている電解キャパシタの壁の一
部の図を示す。
【図４】図４は、第一の実施形態に従う、複層ポリマーシートの形状の、有害物質を収着
するための手段を含む電解キャパシタの横断面図を示す。
【図５】図５は、複層ポリマーシートの形状の、有害物質を収着するための手段を含む電
解キャパシタの第二の実施形態を示す。
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【図１】

【図１ａ】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月6日(2008.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気密性のハウジング（４１；５１）と、電解質溶液中に浸漬された電極（５２，５２’
，．．．）と、当該電極に接続された電気接点（５４；５４’）と、有害物質を収着する
ための１種又は２種以上のゲッター材料の粒子（１１）を含むポリマー材料の内層（１２
；２２；３３）及び前記電解質に不浸透性であるポリマー材料の少なくとも１つの外部保
護層（１３；２３，２３’；３４）から構成される複層ポリマーシートの形状の有害物質
を収着するための手段（１０；２０；３２；４３；５３）とを含む電解キャパシタ（４０
；５０）であって、
　全ての前記ポリマー材料が、前記有害物質に対する透過性を有し、
　前記有害物質が水素を含む場合には、前記ゲッター材料が、不揮発性ゲッター合金、不
飽和有機化合物、シルバーデポジットを有するゼオライト、カーボンナノチューブ、酸化
パラジウム又は酸化コバルト（ＩＩ，ＩＩＩ）から選択され；
　前記有害物質がＨ２Ｏを含む場合には、前記ゲッター材料が、酸化アルカリ土類金属、
酸化ホウ素及びゼオライトの中の１種又は２種以上の化合物を含み；
　前記有害物質がＣＯを含む場合には、前記ゲッター材料が、次の化合物：
　酸化コバルト（ＩＩ，ＩＩＩ）、酸化銅（ＩＩ）及び過マンガン酸カリウム
　の１種又は２種以上を含む、
　ことを特徴とする電解キャパシタ（４０；５０）。
【請求項２】
　前記外部保護層が、前記内層の端部（２４；３５）と最大限離れて前記内層を完全に覆
うことを特徴とする、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項３】
　１種又は２種以上の前記ゲッター材料の粒子が、１５０μｍ未満のサイズを有する、請
求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項４】
　前記内層中の１種又は２種以上のゲッター材料の前記粒子の重量％が、９５％未満であ
る、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項５】
　前記重量％が８５％未満である、請求項４に記載の電解キャパシタ。
【請求項６】
　前記保護層と、１種又は２種以上のゲッター材料の粒子を含むポリマー材料の内層とが
、ポリオレフィン及びポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）から選択された材料で製
造された、請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項７】
　前記ポリオレフェンが、低密度ポリエチレンである、請求項６に記載の電解キャパシタ
。
【請求項８】
　保護ポリマー層及び１種又は２種以上のゲッター材料の粒子を含む内部ポリマー層が、
同一のポリマー材料から製造された、請求項６に記載の電解キャパシタ。
【請求項９】
　前記不揮発性ゲッター合金が、ジルコニウム－バナジウム－鉄合金及びジルコニウム－
コバルト－希土類合金から選択された、請求項１に記載の電解キャパシタ。
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【請求項１０】
　前記ゲッター材料の粒子が、２５～５０μｍを含むサイズを有する、請求項９に記載の
電解キャパシタ。
【請求項１１】
　水素化触媒をさらに含む、請求項９に記載の電解キャパシタ。
【請求項１２】
　前記ゲッター材料が、Ｈ２Ｏを除去するためのゲッター材料と共に用いられている、請
求項９に記載の電解キャパシタ。
【請求項１３】
　前記酸化アルカリ土類金属が、酸化カルシウムである、請求項１に記載の電解キャパシ
タ。
【請求項１４】
　前記ゲッター材料が、ＣＯ２を除去するためのゲッター材料と共に用いられている、請
求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの保護ポリマー層の厚さが、１～５０μｍである、請求項１に記載
の電解キャパシタ。
【請求項１６】
　前記厚さが２～２０μｍである、請求項１５に記載の電解キャパシタ。
【請求項１７】
　前記ゲッター材料を含むポリマー材料の前記内層が、５～２００μｍの厚さを有する、
請求項１に記載の電解キャパシタ。
【請求項１８】
　前記厚さが１０～１００μｍである、請求項１７に記載の電解キャパシタ。
【請求項１９】
　前記複層ポリマーシートが、前記気密性のハウジングの内壁の１つ又は２つ以上に沿っ
て置かれている、請求項１に記載の電解キャパシタ。
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【国際調査報告】
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